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  令和２年７月６日（月）第２回岩手大学半導体アカデミーが開催されました。
第２回から４回までは、岩手大学理工学部の長田 洋先生と大学院生３名をお
迎えして、半導体の特性実験やセンサーユニットの製作を行いました。電子科・
電気科の生徒たちは大学院生から LED の発光原理や特性を学び、LED オルゴー
ルを製作しました。その中で、半導体の電子が再結合する事で発光現象が起き
ることや、電子が「励起」（専門用語）する事で LED 発電ができることを学ぶ
事ができました。大学院生からは、半導体に関わる学術的なお話も聞くことが
でき、半導体技術の便利さや今後の発展に期待しながら出前授業を受講するこ

とができました。 

                         ～ いま 関工がおもしろい ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

    大学院生から LED 発光の原理や学術的なお話を聞きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際の発光現象を実験によって確認しながらセンサーユニットを作って行きます。 

 

                第３回は、「人感センサー」の半導体について学びます！ 

 

 

 

  

技術の標 ここに在り 

No、１４ 

第２回 岩手大学半導体アカデミー出前授業 

「え！ LEDで発電ができるの？」 


